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ド
イ
ツ
帝
国
主
義
と
「
結
集
政
策
」

第
七
十
五
巻

七
回

第
四
漉

七
回

ド

イ

ツ

一

帝

園

主

義

と

「

結

集

政

策

」

|

|

服

隊

政

策

と

諸

階

級

1
1
l

大

野

芙

キか

え

才ヨ

き

一
九
世
相
と
ご

O
世
紀
白
交
の
ド
イ

y
帝
闘
主
義
の
内
政
の
基
本
線
は
、
「
結
集
政
策
」

Q
P
E
E
-
-
E岡
山
吉
出

HF)
に
よ
り
あ
た
え
ら

れ
た
。
一
八
七
九
年
の
「
餓
と
穀
物
」
と
の
た
め
の
保
護
関
税
に
工
担
生
み
だ
さ
れ
た
農
工
同
盟
ぃ
、
ヵ
プ
リ
ィ
ず
ィ
の
詰
能
障

の
経
済
政
策
に
よ
り
解
惜
の
危
機
に
直
面
し
て
い
た
が
、
世
曾
民
主
業
平
野
働
組
合
に
組
織
さ
れ
る
勢
働
者
階
級
の
念
認
た
成
長
を
ま

え
に
し
て
、
い
ま
再
び
編
成
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
す
た
わ
ち
、
農
業
保
護
関
税
の
引
上
げ
に
よ
り
艦
隊
政
策
の
財
政
的
基
抵
を
創
出

し
、
か
く
し
て
再
編
せ
ら
れ
る
農
工
同
盟
に
よ
り
持
働
者
階
級
に
た
い
す
る
防
波
堤
を
き
ず
き
あ
げ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ム
。
己
の
積

占
資
本
の
ユ
ン
カ
ー
と
の
結
集
政
策
に
た
い
し

τ、
諸
階
級
が
い
か
在
る
針
除
の
し
か
た
を
示
し
た
か
、
こ
れ
を
艦
隊
政
策
の
展
開
を

め
ぐ
る
階
級
闘
争
に
焦
鮪
を
絞
っ
て
考
察
し
て
み
工
う
。

(1) 

拙
稿
「
ド
イ
ツ
帝
国
主
義
と
経
済
政
策
」
経
済
論
叢
第
七
十
=
一
巻

第
一
器
、
頁
二
六
参
照
。
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ロ
g
品
。
耳
'
『
周
忌
哲
三
の
P
H
H
H
4
0
E】
明
白
冒

4
2
H
U
E
-
日目白・

出
向
同
ω
白
日
拙
稿
前
掲
論
文
、
頁
四
回
、
拙
稿
「
円
ル
ガ
ル

テ
シ
『
一
九
一
四
年
以
前
の
帝
国
主
識
』
」
経
済
評
論
一
九
五
回

四
月
盟
、
買
一
七
六

t
八
参
照

J
?
同V
E二
品
目
当
日
4
・同
4
5

吋
円
。
諸
国
門
出
回

z
o
q
H
C白
山
唱

HootH
都
間
重
人
監
現
時
頁
一

=
0品
世
間
。

艦
隊
政
策
と
世
界
分
割
闘
争

F
イ
ツ
艦
隊
政
策
の
基
本
線
を
定
め
た
も
白
は
、
九
八
年
の
第
一
次
艦
隊
法
治
よ
び
一
九

O
O年
の
第
二
次
艦
隊
法
亡
あ
り
、
そ
の

展
開
は
猟
英
関
係
の
緊
迫
と
か
た
〈
結
び
づ
い
て
旧
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
緊
迫
の
本
質
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
わ
け
て
も
ご
つ
白
貼

を
お
さ
え
る
こ
と
が
決
定
的
に
重
要
ぜ
あ
る
。

一
つ
は
、
い
う
ま
で
も
た
く
、
先
進
イ
ギ
リ
ス
の
「
工
業
調
占
」
が

F
イ
y
を
は
じ
め

ア
メ
リ
カ
合
衆
園
や
フ
ラ
ン
ス
の
競
争
に
よ
り
う
ち
破
ら
れ
、
モ
白
「
世
界
白
工
場
」
と
し

τの
地
位
が
ゆ
る
が
さ
れ
た
黙
に
あ
る
。

が
、
モ
れ
の
み
で
は
在
く
、
さ

b
に
い
ま
一
つ
の
賄
か
加
わ
っ
て
は
じ
め

τ滴
英
関
係
白
緊
迫
が
大
き
く
浮
び
あ
が
っ
て
き
た
。
そ
れ

は、

F
イ
w
ノ
帝
園
主
義
の
本
格
的
設
展
に
と
も
志
い
、
イ
ギ
リ
ス
帝
圏
全
義
の
要
ノ
右
を
な
す
「
植
民
地
濁
占
」
が
は
り
〈
ず
さ
れ
よ
う

と
し
た
己
と
で
あ
ム
o

自
由
貿
易
の
祖
園
イ
ギ
リ
ス
に
、
「
公
正
な
貿
易
」
と
い
う
仮
面
を
か
ぶ
っ
た
保
護
貿
易
運
動
が
あ
ら
わ
れ
た

の
は
、
八
一
年
の
図
民
公
正
貿
易
連
盟

(
Z
E
5旨
H

F月
斗

E
P
H
o
p問
E
)
の
創
立
主
起
鮪
と

L
τ
w
る
。
己
白
運
動
は
、
さ
し
あ

た
ワ
て
は
イ
ギ
リ
λ

砂
糖
工
業
に
よ
り
、
土
事
せ

b
れ
、
わ
け
て
も
フ
ラ
ン
ス
・
オ

1
ス
ト
リ

1

1
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ベ
ル
ギ
ー

-
F
イ
ケ

の
砂
糖
に
た
い
す
る
図
家
の
輸
出
奨
励
金
政
策
に
封
抗
し
工
う
と
し
た
り
ぜ
あ
る
。
モ
白
後
、
八

0
年
代
中
葉
に
W
た
り
、
運
動
白
主

導
力
は
砂
糖
工
業
か
ら
シ
品
フ
ィ
ー
ル
ド
や
パ

1
ど
ム
ガ
ム
白
鎖
鋼
業
に
う
つ
り
、
そ
れ
と
と
も
に
、
下
イ
ツ
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
図
と

が
は
じ
め
て
イ
ギ
リ
ス
白
「
工
業
滴
占
」
に
た
い
す
る
最
も
主
要
な
挑
戦
者
と
同
古
れ
る
に
H
た
っ
た
。
し
か
し
な
が
b
、
乙
の
運
動

ド
イ
ツ
帝
図
主
義
と
「
柑
集
政
策
」

第
七
十
王
春

二
七
五

第
四
時
叫

七
王



「
イ
ツ
帝
国
主
義
と
「
結
集
政
策
」

軍
七
十
五
輯

七
六

第
四
披

七
六

特
恵
関
税
に
よ
り
母
園
と
植
民
地
と
を
緊
密
に
接
合
し
よ
う
と
し
た
連
合
帝
図
貿
易
連
盟

戸
内
官
官
。
)
の
運
動
も
、
ま
だ
ド
イ
ツ
の
み
に
攻
撃
を
集
中
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
み
が
イ
ギ
リ
ス
の
敵
と
目
さ
れ
る
に
い
た

っ
た
の
は
、

F
イ
ツ
帝
幽
主
義
の
本
格
的
強
展
に
と
も
な
い
、
イ
ギ
リ
ス
帝
図
主
義
白
「
植
民
地
猫
占
」
す
b
脅
か
さ
れ
に
い
た
っ
た

の

「
ト
ラ
ン
ス
ず

γ
l
ル
危
機
」
以
降
て
あ
る
。

も
、
ま
た
、

(
q
E百
円
回
同

EHV凶

H
O

同

dE血
。

す
て
に
八
四
年
D
植
民
地
創
設
〔
南
西
ア
フ
リ
カ
・
}

T

ゴ
1

・
カ
メ
ル
ン
・
一
一
エ
1
ギ
Z

ヤ
〕
を
起
黙
と
し
て
、
ド
イ
ツ
帝
園
主
義
は
此
界
分
割
闘
争
へ
進
出
し
亡
い
た
か
、
八
六
年
の
濁
英
悌
ア

7
H
力
協
定
や
九

O
年
の
濁

突
東
7
7
F
カ
協
定
に
よ

P
、
植
民
地
分
割
陀
か
ん
す
る
境
英
協
調
が
緋
持
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が

b
、
九
五
年
の
ボ
ス
ポ
ル
ス

問
題

-
f
z
t
7
問
題
わ
け
て
も
ト
ラ
ス
グ
ァ
l
t
y
問
題
を
契
機
に
w
濁
英
協
調
の
限
界
が
明
b
か
に
な
り
、
世
界
分
割
を
め
ぐ
る
濁
英

の
闘
争
の
激
化
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
工
業
調
占
」
を
う
ち
破
る
経
済
的
競
停
を
決
定
的
に
た
だ
ド
イ
ツ
に
の
み
一
方
的
に
む
け

b
れ
る

ア
ジ
テ
l
シ
ョ
ン
に
縛
佑
す
る
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
。
九
六
年
一
月
=
一

t
瓦
日
臼
グ
リ
品
l
ガ
電
報
事
件
を
契
機
に
、
大
部
分
が

セ
シ
ル
・
ロ

l
ヅ
(
の
円
巴
百
百
円
凶
器
)
白
影
響
下
に
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
新
聞
は
念
旋
回
し
て
、
ド
イ
ツ
を
イ
ギ
リ
ス
臼
仇
敵
と
し
て

ぶ
ち
ま
く

b
、
つ
い
に
封
濁
載
の
叫
び
す
ら
燃
え
あ
が
っ
て
き
た
白
て
あ
守
的
。
己
白
濁
英
闘
係
の
政
治
的

l
経
済
的
緊
迫
に
よ
り
は
じ

め
て
、
ド
イ
ツ
の
艦
隊
政
策

ω主
導
者
に
、
そ
の
企
闘
を
質
現
す
る
た
め
に
ま
た
と
た
い
好
機
が
あ
た
え
ら
れ
た
。

「
F
イ
ツ
帝
園
は
世
界
帝
園
と
な
っ
た
。
地
の
果
て
hv
た
る
と
己
ろ
に
幾
千
人
も
の
わ
が
同
胞
が
使
ん
で
い
る
。

F
イ
ケ
白
財
貨
・

接
合
す
る
た
め
に
私
を
輔
佐
す
る
こ
甲
乙
乙
そ
、

F
イ
?
ω
知
識
・
ド
イ

y
の
勤
持
は
太
洋
を
こ
え
て
ゆ
く
。
諸
君
、
こ
の
ヨ
リ
大
い
な
る
下
イ
ケ
帝
閣
主
も
し
っ
か
り
と
わ
が
母
園
に

と
。
己
の
九
六
年
一
月
一
八
日
の
カ
イ
ず
!
の

諸
君
の
最
も
重
大
な
責
務
て
あ
る
」

汎
ド
イ
ツ
蓮
盟
(
k
r
出
品

gaoF日
〈
由
『

E
S
D主
導
の

も
と
に
、
艦
隊
増
強
の
た
め
の
新
聞
辛
集
曾
に
よ
る
7
ジ
テ
l
シ
ョ

y
が
展
開
さ
れ

M
W

い
ま
こ
こ
に

F
イ
y
D
艦
隊
政
策
が
大
き
く
浮

「世

A
政
策
」

(
4
『巴
G
-
0
5戸
宵
)
へ
の
最
初
心
大
宣
言
に
ひ
き
つ
ブ
い
て
、



ぴ
あ
か
つ

τき
た
。

(1) 

dmF
回
忌
百
]
同
盟
色
。
】
E
R
E
ロ
E
g
n
E目
白

E
a
耳
目
ぽ
辰
吉
宮
岡

口
自
国

τ吾
作
品
。
同
骨
己
E
i
g悶
】
回
目
『
何
回
目
三
一
吉

E
些
片
岡
戸
冨
山
∞

出国・∞臼
1
H
b
o
山
脇
室
抽
「
ド
イ
ツ
世
界
政
策
の
一
聯
掛
」
西
洋

員
事
一
九
五
四
年
同
阿
国
同
頁
一
。

z
y
ゲ
ル
ス
「
イ
ギ
り
ス
に
お
け
る
野
働
者
出
聞
紙
の
欺
態
」
(
一

八
九
二
年
ド
イ
ツ
語
第
三
版
へ
の
序
論
)
マ
ル
ク
ス

l
エ
シ
ゲ
ル

ス
選
集
邦
諜
楠
巻
2
、
頁
阻
八
八

I
五
O
一
一
、
お
よ
び
レ

l
a
ン

「
帝
園
主
義
論
」
レ
1
-
一
ン
ニ
巷
選
集
、
邦
曹
第
一
巻
夜
、
頁
ニ

o
o
l
一
、
参
照
巳

ヱ

γ
F
ル
ス
「
保
護
閥
輯
k
自
由
貿
易
」
(
マ
ル
ク
ス
『
自
由
貿

易
問
題
』
英
官
版
序
丈
)
マ
ル
ク
ス

1
エ
シ
グ
ル
ス
握
阜
、
部
課

第
=
傘
下
、
頁
囚
ニ
ニ
参
照
。

旨
問
岳
E
回
目
N
p
p
m
骨
己
加
わ
T
E
E宮

zd〈

E
巴且
σロ
吉
田
吉

田
MMHOロ
wnZ
留
E
吾
首
・
出
島
問
中
・

5
8
m
回
目
パ
シ
ぜ
は
む
し

ろ
組
静
的
競
争
そ
れ
自
陣
は
獅
英
闘
慌
の
緊
迫
を
招
来
し
な
か
ワ

(2) 何)(4) 

艦
隊
政
策
の
物
質
的
基
礎

た
こ
と
を
諭
誰
し

f

よ
う
と

L
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
「
乙
の
研
究

が
意
識
的
に
限
定
し
て
い
る
商
工
業
に
お
付
る
競
争
正
並
ん
で
、

組
民
世
策
申
舗
道
建
設
・
金
融
政
策
や
借
款
政
策
・
そ
れ
ゆ
え
に
、

も
は
や
純
樟
に
紐
憐
的
で
は
な
〈
経
静
的
刺
益

L
権
力
政
治
的
傾

向
止
が
切
り
離
さ
れ
な
い
領
域
に
、
別
の
種
類
の
紐
漕
的
競
替
が

あ
る
」
、
と
の
べ
て

(
F
E
-
m∞

8
1
0
)、
「
程
静
的
競
雫
」

(EHE百
n
E
E
ω
-
4・
垣
正
movAZM49出
産
)
の
概
念
を
前
者

に
の
ho
局
限
す
る
。
と
の
見
地
か
ら
は
、
帝
国
主
義
の
時
代
目

「
経
神
的
競
争
」
の
特
質
を
抱
揺
す
る
乙
と
は
で
き
な
い
。

〉
回
目
N
0
・
目
当

〈

m
r
c
当
吋
・
白
色
】

mw込
g
L
F
L
出向

H
∞
∞
∞
国

!
ω
O

〈

R

P

E日
♂

E
p
g目
ち
f
E
F
E
-
P
M九
同
百
円
。
宮
E
F同

日

E
O
E
O
F
Z
E自民
R
・
5
8
日

E
F

目。
yzrrmmmrHヴ
Ma・
由

日

ω・

田
島
ロ
ヨ
romVHE--
回
目
白
・

(7) (6) (5) (9) (8) 

て
は
、
艦
隊
政
策
を
最
も
強
力
に
お
し
す
す
め
る
原
動
力
と
た
っ
た
ド
イ
ツ
圏
内
の
要
因
は
左
に
か
。
こ
れ
を
、
艦
隊
政
策
か
ら
直

ド
イ
ツ
帝
園
主
義
と
「
結
集
政
策
」

接
的
左
経
済
的
利
益
を
抽
出
す
る
要
因
の
分
析
に
よ
り
、
明
ら
か
に
し
て
お
己
う
。

第
四
器

第
七
十
王
巻

七
七

七
七



γ
イ
ツ
帝
闘
主
義
と
「
結
集
政
策
」

第
七
十
五
巻

二
七
八

第
四
揖

七
八

〕工
務
草
用
火
薬
は
一
九

O
O年
ご
ろ
年
間
一

O
O高
マ
ル
グ
需
要
さ
れ
、
そ
の
大
部
分
は
、
シ
ャ

1
ソ
ハ
ク
ぜ
ン
銀
行
と
結
合
す
る

〔

。
〕

合
同
庁
J
W
ン
I
R
Y
ト
ソ
イ
ラ

l
火
薬
製
造
株
式
曾
祉
に
よ
り
濁
占
的
に
供
給
さ
れ
て
い
た

o
U
艦
隊
用
燃
料
と
じ
て
の
右
茨
供
給

を
考
察
す
る
場
合
、
ラ
イ

y
l
ず
ェ
ス
ト
ア
ァ

1
v
y
右
茨

v
y
ジ
ケ
1
ト
白
廃
倒
的
な
櫨
力
的
地
位
が
き
わ
だ
っ
て
い
る
。
海
軍
用

茨
白
供
給
は
イ
ギ
リ
ス
白
濁
占
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
七

0
年
代
に
い
た
り
ル
ル
銑
山
業
は
鎖
道
賃
率
政
策
を
援
用
し
て
イ
ギ

リ
λ

炭
の
騒
逐
に
成
功
し
た
の
キ
ル

F
ル
ア
(
開
'
白
色
白
『
)
の
主
導
す
る
石
炭
職
出
組
合
白
監
力
に
よ
り
七
七
年
に
海
軍
は
イ
ギ
リ

ス
炭
か

b
ド
イ
ツ
炭
の
使
用
へ
切
替
え
る
に
M
V

た
っ
た
白
て
あ
る
。
し
か
も
さ
ら
に
、
銀
山
畿
の
濁
占
形
成
に
と
も
な
い
、
ル
ー
ル
は
海

軍
に
瀦
占
債
格
す
b
ゐ
し
つ
け
る
に
い
た
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
茨
の
再
使
用
に
よ
り
ル
ー
ル
を
ゐ
さ
え
よ
う
と
ナ
る
企
画
も
挫
折
し
亡
、

海
軍
は
ラ
イ
ン

1
ず
ι

ス
ト

7
7
1
レ
ン
右
茨
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
の
規
制
民
服
し
、
九
七
年
以
降
は
江
田
仲
布
判
明
債
格
を
盗
か
に
上
廻
る
債

格
ゼ
ル
ー
ル
炭
を
購
入
し
て
い
た
品
こ
こ
に
、
凋
占
資
本
に
た
い
す
る
園
家
楼
力
の
従
属
を
み
と
め
る
と
と
が
で
き
る
。

U
装
甲
板
と

シ
ュ
ト
ゥ

l
ム
は
す
で
に
七
六
年
以
降
、
ク
ル

大
砲
の
供
給
は
、
ク
ル
ッ
プ
と
す
ュ
ト
ゥ

l
ム
と
に
よ
り
完
全
に
凋
占
さ
れ
亡
い
た
。

y

プ
も
ま
た
九

O
年
以
降
、
装
印
板
生
産
に
従
事
し
、
債
格
の
主
o
d
p
に
及
ぶ
務
占
刺
潤
を
収
奪
し
て
、
約
二

0
年
聞
に
大

l
一一ニ

O

C
高
マ
ル
ク
士
海
軍
用
張
甲
板
て
儲
け
た
と
い
針
。
中
央
黛
ミ
ュ
一
7
1
(
冨
Z
H
H
O
H
H
可
C
H
E
〉
げ
政
府
に
た
い
す
る
質
問
に
よ
れ
ば
、
雨

祉
は
、

7
メ
リ
カ
海
軍
に
は
援
甲
板
ト
ン
あ
た
り
一
九
二

O
Y
ル
ク
ゼ
供
給
し
て
い
る
む
に
、
ド
イ
ツ
海
軍
に
は
ご
三
一
一

0
マ
ル
ク
て

叢
建
造
期
間
中
に
六

0
0
0
高
マ
ル
ク
の
損
害
を
う
け
る
、

供
給
し
て
沿
担
、
海
軍
の
各
年
橡
算
は
装
甲
板
を
約
七
五

O
二
ト
ン
要
す
る
た
め
、
帝
図
は
年
々
約
コ
一

0
0高
マ
ル
ク
ま
た
は
艦
除
計

と
い
う
〔
一

1
0
一
-
一
一
了
七
・
帝
閣
議
官
冷
ま
さ
し
く
ケ
1
7
D
指
摘
す

る
よ
う
に
、
軍
需
工
業
は
そ
D

「
債
格
決
定
に
さ
い
し
て
近
代
ヨ
ロ
ッ
パ
的
費
不
主
義
的
経
営
白
正
確
な
牧
盆
位
計
算
か
ら
掠
奪
賓

。

木
主
義
同
E
F
E
H
M
E
F
E
E
へ
材
料
形
し
は
じ
め
た
」
の
で
あ
る
。

ク
ル
ッ
プ
キ
シ
ュ
ト
ゥ
!
ム
白
調
占
は
、
海
軍
の
テ
ィ
ッ
セ

y
引



入
れ
や
園
晶
画
装
甲
板
製
作
所
設
立
白
競
争
計
萱
に
よ
っ
て
も
う
ち
破

b
れ
ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
闘
家
D
軍
需
注
文
に
よ
り
強
力
た
措
置

展
を
と
げ
た
軍
需
工
業
は
、
逆
に
図
家
の
軍
備
の
強
度
を
さ
え
規
定
し
は
じ
め
た
白
だ
。
勾
さ
い
ご
に
、
製
艦
に
あ
た
る
這
般
工
業

に
つ
い

τ考
以
血
し
ょ
う
の
六

0
年
代
ま
て
は
銭
鋼
業
の
一
一
副
次
部
門
に

T
ぎ
な
か
っ
た

F
イ
ア
温
舶
工
業
は
、
帝
園
成
立
後
の
艦
隊
創

設
に
よ
り
軍
艦
の
護
注
が
圏
内
造
船
田
川
に
な
さ
れ
る
に
い
た
り
念
速
に
護
遣
し
は
じ
め
、
さ
b
に
、
七
九
年
の
保
護
関
税
政
策
に
さ
い

し
て
の
造
船
資
材
の
総
入
関
税
免
除
措
置
や
、
八
五
年
白
汽
船
補
助
金
法
た
ど
の
園
家
白
保
護
政
策
と
あ
い
ま
つ
亡
、
漸
く
九

O
年
に

い
た
り
モ
D
造
船

1
製
艦
技
術
は
世
界
的
水
準
に
到
達
し
え
た
の
て
あ
る
町
し
か
し
左
が

b
、
依
然
と
し
て
屋
倒
的
優
位
を
占
め
亡
い

た
イ
ギ
リ
ス
誼
舶
エ
業
白
競
争
の
座
迫
り
も
と
に
お
か
れ
て
お
り
、
艦
隊
政
策
の
登
場
に
主
り
は
じ
め
て
あ
た

b
し
い
展
藍
を
か
ち
え

る
乙
と
が
で
き
た
門
第
一
表
参
照
一
?
と
こ
ろ
で
、
遺
舶
工
業
に
は
茸
固
な
濁
占
は
形
成
さ
れ
て
治
ら
ず
、
海
軍
白
後
注
を
め
ぐ
り
激
し
い

競
品
す
が
展
開
さ
れ
た
た
め
、
遺
障
問
自
閣
の
牧
盆
牲
に
は
き
わ
だ
っ
た
改
良
も
み
b
れ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
海
軍
は
誼
舶
防
白
競
争
を

(
〈
己
宮
乙

ドイツ町議船宿

一 1

ft 竺]ヱ1
18田 154.865トン I27.738トン

18凶 1回 ，3]6 I! I 3，090 /1 

1900 I 214.056 /1 I 15，926 11 

1901 I 210.218 If I 38，160 " 

1902 I 161.833 " 1 26，657 " 

1以)3I 217，722 I! 1. 28.256 I! 

1904 I 1'1O，'/::lo 11 I 24，400 " 

1905 I 210.996 " I 30，630 l! 

1906 I 300.031 11 I 23，671 !I 

1叩 260/:12υI 50，408 " 

1日18I 147.270 " I 38.408 " 

1叩 9I 202.947 " I 21.030 " 

1910 I 116，694 I{ I 44，343-11 

1911 I 2日4，426" I 49.544 11 

1912 I 275，2口2 " I 52，062 " 

Il汽船のうちには河川用汽船

正帆船とは合まれていない。

][ ) 1911年以後にはモーダー船

が含まれていないロ

][J汽船，軍艦いずれも総トン

教を示す。

事ー衰

ド
イ
ツ
帝
図
主
義
と
「
結
集
肱
筑
」

第
七
十
五
巻

利
用
し
、

プ
ル
カ
シ

シ
カ
す

(
町
内
『
目
E
C
U
プ
ロ

l
ム
1

7

2
ッ
ス
(
居
中

宮
出
合

4
2
m
)
グ
ル
マ
一
一
プ
(
の
司
自
己
百
世
)

(
巧
日
目
)
ホ

l

の
ほ
か
に
、
ず
ェ

1
ず
1

ー
ア
ル
ト
(
出
。
司
色
丹
)
士
も
大
艦
建
造
む
た

め
に
引
入
れ
て
、
競
争
を
さ
ら
に
激
化
古
せ

よ
う
と
さ
え
し
た
。
か
く
し
て
造
船
工
業
の

場
合
に
は
、
ク
ル
ッ
プ
干
シ
旦
ト
ゥ

l
ム
の

七
ブし

第
四
球

七
ブし



ド
イ
ツ
帝
園
主
義
と
「
桔
集
政
策
」

第
七
十
五
巻

i¥. 
O 

第
四
践

i¥. 
O 

よ
う
な
法
外
な
濁
占
利
潤
に
つ
い
て
論
澄
し
え
な
い
と
し
て
も
、
艦
隊
政
策
が
景
気
安
定
D
た
め
に
果
し
た
役
割
を
み
の
が
す
こ
と
は

で
き
左
い
。

垂
直
的

l
縦
断
的
結
合
の
准
展
で
あ
る
。
石
炭

l
銭
鋼
業
D
大
混
合
企
業
は
、
石
炭
・
鎖

鎖
・
銑
鎖
・
銅
銭
か
ら
虚
延
・
機
械
・
器
具
の
生
産
を
垂
直
的

l
縦
断
的
に
結
合
し
、
さ
ら
に
造
船
工
業
へ
も
進
出
1
Y
Z
う
と
し
た
o

p
ル
ッ
プ
に
よ
る
グ
ル
守
一
一
ア
の
支
配
阜
、
、
ド
ネ
ル
ス
マ
ル
ク
・

2
y
y
f一ル

y
に
よ
る
ク
ラ
フ
ト
(
内

E
S
の
支
配
、
あ
る
い
は
ホ

l
グ
ア
ル
ト
に
よ
る
製
鋼
U
墨
延
企
業
レ
y
ヅ
プ
ル

F

(同
自
白
与
日
間
)
の
新
設
、
た
ど
が
そ
の
典
型
て
あ
る
。
己
の
生
産
過
程
に
お
r

け
る
結
合
の
展
開
と
並
行
じ
て
、
銭
鋼
業
と
這
般
ヱ
業
と
の
流
通
過
程
に
島
け
る
結
合
も
進
展
し
て
い
た
。
墜
延
企
業
は
、
造
船
資
材

の
受
注
配
分
の
た
め
九
四
年
に
、
厚
板
連
A
円

(
O
B
t
u
-
-
o
n
T
4
2
g昆
)
と
プ
ロ
ア
ィ
ル
鋼
連
合
(
吋
E
E
H印
H
P
E
4
2
2
E担
Em)
と
の

こ
つ
の
シ
Y
ジ
ケ
l
ト
に
結
集
し
て
い
た
山
内
九
五
年
の
謹
硝
所
と
の
代
表
者
曾
談
て
は
、

F
イ
ツ
製
強
舶
資
材
を
イ
ギ
リ
ス
製
謹
船

費
材
に
た
い
し
て
優
先
的
に
浩
舶
所
が
使
用
す
る
場
合
に
は
最
低
債
格
て
供
給
す
る
用
意
あ
り
、
と
申
し
出
て
い
る
。
ま
た
九
八
年
に

さ
て
、

と
こ
ぞ
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、

は
こ
の
V

Y
ジ
ケ
l
ト
キ

F
イ
ツ
銭
銅
協
府
間

(
4
2
2ロ
ロ
E
z
r
q
E
Bロ
ロ
凹
F
E
E
h
E
E色
由
)
の
塵
力
に
よ
り
、
遺
舶
資
材
の

遁
帥
問
所
ま
で
の
輸
品
誌
の
た
め
に
プ
ロ
イ
セ
ン
鎖
道
の
例
外
貨
率
が
賀
現
し
て
お
り
、
さ
ら
に
二
大
調
占
的
商
船
曾
枇
ロ
イ
ド

(
Z
2
1

(
同
盟
岳
民
間
〉
E
o
z
r
ー
ロ
E
O
)
と
は
厚
板
連
合
と
ド
イ
ヅ
製
諮
舶
資
材
を
い
ち
じ
る
し
く
優

2
2宮
の
宮
崎

F-sι)
と
ハ
ッ
。
ハ

l
グ

温
ナ
る
協
定
を
と
り
き
め
て
い
る
。
か
く
し
て
、
右
茨
一

1
銭
鋼
業
と
造
船
工
業
と
の
結
合
は
、
生
産
過
程
に
ゐ
い
て
も
流
遁
過
程
に
お

い
て
も
ま
す
ま
す
強
化
せ

b
れ
、
大
混
合
銭
企
業
の
濁
占
的
支
配
が
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
と
の
銭
鋼
濁
占
資
本
己
そ
が
艦

隊
政
策
を
最
も
強
力
に
お
し
す
す
め
る
原
動
力
と
去
っ
た
の
で
あ
り
、
艦
隊
政
策
の
「
フ
ル
ジ
雪

7
的
工
業
的
運
動
」
と
し
て
の
性
格

規
定
も
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
こ
の
意
味
に
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
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困
問
。
F

F
日
一
品
目
白

-
M
E
t
p
拙
稿
「
ド
イ
ツ
凋
占
費
ヰ
ー
と
ベ
ル

P

ン
六
大
融
行
」
紹
持
論
叢
第
七
十
一
容
第
一
一
師
、
頁
九
二
参
照
。

国

同

or・
H
V民
∞
出
回
目
印
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国
同
何
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五

M
E仏
間
・
日
回
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日
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m
w
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F
E
m
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F
E・山
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町

品
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叩

M
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向
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句
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E
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E
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z
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E
m
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y
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開
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目
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目
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。申 (9)

当
』
∞
た
宮
L
、
九
八
年
と
九
九
年
の
造
船
高
の
統
計
は
叶
-

p
r
d司
白
内

N
回

国

4

白色」

P
F
E巴
出

ωAFAOt「
に
よ
る
。

戸
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O
V
♂
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自
国
民

t
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宅
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同
色
宮
崎
両
n
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E
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虫
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I
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品
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司
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自
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E
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自
民
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U
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∞
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国
胃
関
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M
E
F
E
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∞
S
'

dFJ司]
刊
山
【
ロ
己

JHσ
例
代
同
町
'
目
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M
V

見
S
E
E
-
P
E
E
岡
田
白
・

ωcotJF

ロ
唱
・
同
国
主
信
号

E
-
E且
出

血

H
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艦
隊
政
策
と
諸
階
殺

間(叫自由 。由 。品 [同

第
一
夫
艦
隊
法
は
九
八
年
=
一
月
二
八
日
に
、
ま
た
第
二
次
艦
隊
法
は
一
九

O
O年
六
月
一
一
一
日
に
成
立
し
た
。
こ
こ
に
基
木
線
を
定

め
ら
れ
た
艦
隊
政
策
に
た
い
し
て
諸
階
級
は
い
か
怠
る
封
憶
の
し
か
た
を
示
し
た
か
。
こ
れ
を
政
葉
の
立
場
白
分
析
を
媒
介
と
し
て
明

級ら
闘(1)か
空宇 に
白保し
さ 守よ
中主う
に義 o

b 
カ〉
れ

t~ 。

餓
鋼
猫
占
資
本
を
原
動
力
と
す
る
艦
隊
政
策
は
、
農
業
恐
慌
と
結
び
つ
い
て
は
じ
め
て
全
帝
闘
を
ゆ

p
動
か
す
階

ド
イ
ツ
帝
闘
主
輯

ι「
結
集
政
策
」

穀
物
便
格
白
下
落
・
抵
蛍
負
債
白
増
大
平
努
働
力
の
快
乏
に
よ
り
絶
望
的
欣
態
に
あ
っ
た
ユ

Y
カ
l

事
四
鵠

i¥ 

崎
市
七
十
五
巻

1"¥ 

d伝



ド
イ
ツ
帝
国
主
義
と
「
結
集
政
策
」

第
七
十
五
巻

i¥. 

第
四
蹴

ノ1

階
級
の
利
益
は
保
守
葉
と
農
業
者
同
盟
(
出
口
E
ι
司
ピ
ロ
ι
1
1
0
)
に
上
り
代
表
さ
れ
た
。
工
業
の
利
益
を
治
し
す
す
め
る
搬
除
政
策

は
、
保
守
業
に
と
ワ
て
は
、
ユ

Y
カ

l
階
級
白
経
済
的
利
径
を
阻
害
す
る
だ
け
で
は
た
〈
、
そ
の
政
治
的
地
位
に
も
脅
威
を
あ
た
え
る

企
聞
と
し
て
う
け
と
ら
れ
た
。
こ
己
に
‘
一
つ
り
道
が
あ
一
ツ
た
。
蹴
際
政
策
を
す
す
ん
で
承
認
し
ド
イ
ツ
軍
圏
、
正
義
に
忠
誠
を
誓
っ
て
そ

の
政
治
的
地
位
を
確
保
す
る
か
、
そ
れ
と
も
、
艦
隊
政
策
を
あ
く
ま
て
担
否
し
政
治
的
生
命
を
失
ワ
て
も
そ
の
経
済
的
利
盆
を
固
執
す

る
か
、
て
あ
づ
た
吋
保
守
窯
は
、
中
央
黛
の
「
牧
師
支
配
制
」
(
同
名
目
S

ロC
町
巳
{
白
引
を
媒
介
に
し
て
、
己
の
二
つ
白
道
士
結
合
さ
せ
る

こ
と
に
成
功
し
た
。

か
く
し
て
、

保
守
黛
は

僻
隊
政
策
の
容
認
の
相
殺
と
し
て
の
農
業
関
税
引
上
げ
の
確
保
の
線
が
こ
れ
ぞ
あ
る
。

「
結
集
政
策
」
へ
合
流
す
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
農
業
者
同
盟
は
む
し
ろ
艦
隊
政
策
の
挫
折
を
希
藍
し
、
保
守
黛
議
員
に
た
い
し
て

政
治
的
考
量
干
個
人
的
顧
慮
を
一
切
す

τて
、
純
綿
に
経
済
的
利
。
誌
を
迫
求
、
す
る
政
策
を
と
る
よ
う
に
呼
び
か
け
た
oの
農
業
者
同
盟
の

主
導
者
ず
ァ
ン
グ
ン
ハ
イ
ム
(
戸
巧
ち
moaMEE)
は
、
艦
隊
建
設
の
費
用
負
婚
を
担
否
し
、

レ

1
ジ
ッ
ケ
(
の
同
p
g
R
W
O
)

も
ま
た

穀
物
輸
入
を
確
保
す
る
使
命
を
も
ワ
と
い
わ
れ
て
い
る
艦
隊
に
賛
成
す
る
農
業
者
は
、
ま
る
て
自
殺
用
白
メ
λ

を
研
ぐ
よ
う
な
も
の
だ
、

と
主
張
し
た

ωて
あ
る
d

士乙
。大

オ 土
l 土也
ベ 所
Yレ 有

LT 
大ν 『エ

ふ裳
ナ E

J〆

o 

孟璽

毒5
2草
者与
?ろミ ミ

o ~ 
レ帝

δ恩
年苧
代 H
N 自

蒔出

品宣
銅操
業 tdi

Z胃
準内

白出
?由

主導
カケ

ヌレ 丁
f 1;) 

Jレ L弓
フ結
(甜
戸明

戸詮

LE 
~'主

a主

主苧
) ν  

は
農
業
翼
多
数
減
主
主
導
し
、
ず
l
ル
白
銭
銅
王

y
ュ
ト
ゥ

l
ム
が
工
業
翼
少
数
祇
を
主
導
し
て
、
帝
園
黛
の
う
ち
に
も
こ
っ
の
翼
の

樹
立
が
み
と
め
ら
れ
弘
し
か
し
な
が
ら
、
農
工
同
盟
に
よ
り
勢
働
者
階
級
に
た
い
す
る
防
波
堤
士
構
築
す
る
.
「
結
集
政
策
」
に
た
い

し
て
は
爾
翼
の
利
害
は
癒
着
し
、
つ
ね
に
主
尊
的
役
割

t
演
じ
て
い
る
。

「
結
集
政
策
」
の
基
本
線
は
帝
国
禁
の
う
ち
に
集
中
的
に
表

現
さ
れ

τ
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。



F
 

1
 

(
 
農
業
者
開
毘
は
庚
汎
な
巾
l
小
農
を
大
島
抗
的
基
盤
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
主
導
層
に
は
ユ
ン
ヵ
ー
が
原
倒
的
比
重
を
占
め
て
布
E
、品

ンカ
1
階
級
の
「
底
力
集
閏
」
I
C

い
っ
て
も
よ
い
(
且
円

F
p
r

]問。げ
R
の

mW1HJRo--
喧
口
氏
自
白
ロ
〉
骨
院
内
E
ロ可。
]
E
E
〉
同
日
岡
町
旨
P
R
r
b

】『
E
E
2・
害
出
∞

t
出品)。

〈

包

国

同

O
Vベ

F
E
ω

∞巳

(2) 

州
ゆ
叫
抽
稿
「
ド
イ
ツ
帝
閤
主
義
と
経
済
政
策
」
前
掲
、
頁
回
Q
品多世照。

ω
】尉凶閃
σ岳r♂
M与「

E匹
-
由
.
同
巴c
一

叫
剖
出
同
0
仕雪司♂、
H伊
r
E
∞
凶
∞
∞

川

w
n
p・
∞
'
戸

d
B
F
F
E
宅

2
1日
司

ロ

ω
唱

H
C
Q
'
H
M切

回

H
E
》目、
4
・

4
m】印
O
V
Z
]己
H
m
m
m
・ロ
ν
日仏日∞
ω
ω
-
m・日目。

(1) 

〕E
 

r
l
、

出
国
向
島
)
キ
ミ
ク
4

ル
(
『
〈
・
冨
E
g
o
-
)
の
主
導
す
る
園
民
自
由
黛
右
翼
は
、
有
園
主
義
的
封
外
政
策
と
反
動
的
封
内
政
策
と
を
結
合

さ
せ
る
「
結
集
政
策
」
の
積
粁
て
あ
り
、
銭
銅
猫
占
資
本
を
は
じ
め
ハ
ム
プ
ル

F
の
ず

ι
l
ル
マ
ン
ハ

FOES)
な
ど
の
大
商
業

資
本
に
も
支
持
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
ベ
ッ
サ

l
マ
ン
(
回
出

5
2
2
5
)
や
シ
ュ

l
レ
l
ゼ
マ

y
(
O

智
S
E
E
)

の
主
導
す
る
園
民
自
由
議
左
翼
は
、
ず
グ
セ

Y

の
織
維
工
業
平
、
バ
イ
エ
ル
y
h
T

一一ライ
Y

の
カ
ト
リ
ヮ
グ
地
執
て
反
カ
ト
リ
ッ
タ
的
立

自
由
主
義

艦
隊
政
策
を
最
も
胆
力

k
b
し
す
す
め
た
園
民
自
由
黛
に
も
二
つ
の
翼
が
み
と
め
ら
れ
た
。

ゼ
ュ
ッ
タ
(
出

kr

場
を
と

U
中
央
集
と
の
妥
協
を
排
斥
す
る
青
年
自
由
主
義

Q
E
H
E回『一
O
E
H
E自
己
)
の
蓮
動
主
中
核
と
し
て
語
り
、
さ
ら
に
加
工
工
業
や

職
問
に
関
係
す
る
一
部
白
銀
行
・
個
人
金
融
業
者
の
う
ち
同
盟
軍
を
有
し
て
い
た
。
い
ず
れ
も
ラ
イ
ン

1
ず
ェ
ス

T
7
7
1
レ
ン
白
濁

占
安
本
の
カ
ル
テ
ル
政
策
に
敵
謝
し
て
お
り
、
艦
隊
政
策
か
ら
直
接
的
な
経
済
的
利
盆
を
抽
出
し
在
い
と
し
て
も
、
海
外
の
市
場
中
原

料
の
確
保
を
死
活
保
件
と
し
、
右
翼
と
同
様
に
臓
除
政
策
を
無
保
件
に
支
持
し
た
。
左
翼
は
、
た
だ
革
命
法
案

(
d
E
m雷同
N
4
2
F問。〉

h
T
プ
ロ
イ
そ
V
v

三
級
選
皐
制
な
ど
の
反
動
的
内
政
に
批
判
的
ゼ
あ
り
、
自
由
思
想
連
合
忙
接
近
し
た
立
場
を
と
っ
て
い
た
。

リ
ッ
ケ
ル
ト
(
同

Engz)
白
、
王
道
す
る
自
由
思
想
連
合
は
、
パ
ル
ト
海
沿
岸
諸
都
市
平
ハ

Y

ず
諸
都
市
の
大
商
業
・
個
人
金
融

業
者
・
総
出
工
業
・
官
僚
や
自
由
職
業
者
や
金
利
生
活
者
な
ど
の
小
プ
片
ジ
ヨ
ア
を
構
成
要
因
と
し
て
い
た
d

そ
の
基
本
線
は
、
封
内

ド
イ
ツ
硲
図
正
義
主
「
結
集
政
策
」

第
七
十
瓦
各

f又

A 

部
四
盟



V
イ
ツ
帝
国
主
義
と
「
輯
集
政
策
」

第
七
十
五
巻

i¥. 
四

第
四
盟

i¥. 
四

的
に
は
ユ
ン
カ
l
階
級
に
反
封
し
自
由
主
義
的
内
政
主
要
求
す
る
と
同
時
に
、
野
外
的
に
は
艦
隊
政
策
金
支
持
し
帝
園
主
義
を
お
し
ナ

す
め
る
鮪
に
あ
り
、
こ
の
立
場
は
、
経
済
界
ぞ
は
電
機
工
業
の
調
占
糟
7
1
・
エ
ー

-
F
l
・
の
テ
1
テ
ナ
ウ
(
出
回
民
「
作
自
ら
や
F

イ
ツ
銀
行
の
担
l
メ
Y
ス
(
の
ぐ

2
2
5
)、
製
界
て
は
ウ
ェ

l
パ
1

(冨

S
1
0
r
g
v
ュ
ル
ツ
ェ
ー
ヂ
グ
ァ
l
-
一
ッ
ツ
(
の
〈

∞
丘
百
円
目
。
の
2
4
2
E
Z
)
平
モ
ム
ゼ

Y

(
叶
『
層
向
。
自
由
巳
問
自
)
b
の
影
響
力
あ
る
人
物
に
よ
り
支
持
さ
れ
て
円
た
。
た
と
え
ば
、
ラ
テ

ナ
ウ
は
、
強
力
仕
艦
隊
は
ド
イ
ツ
白
政
治
的
地
位
白
み
て
な
く
世
界
市
場
に
お
け
る
地
位
を
も
た
か
め
る
と
主
張
し
て
、
艦
隊
政
策
を

支
持
し
た
が
、
一
九

O
O
t
一
年

ω恐
慌
打
開
策
と
し
て
は
艦
隊
建
設
よ

b
も
電
機
工
業
の
世
界
市
場
へ
の
進
出
を
も
と
め
、
そ
む
た

め
、
一
閏
て
は
外
園
布
揚
を
開
放
す
る
謡
商
傑
約
を
わ
け
て
も
必
要
と
し
、
そ
の
寅
現
を
妨
げ
る
農
業
保
護
関
税
に
反
劃
す
る
と
同
時

に
、
他
面
て
は
生
産

l
琉
遁
過
程

ω徹
底
的
な
合
理
化
が
緊
要
と
考
え
た
の
で
あ
る
内
自
由
主
義
的
劉
内
政
策
と
帝
闘
主
義
的
封
外
政

策
と
の
結
合
、
い
わ
ゆ
る
{
自
由
主
義
的
帝
園
主
義
」
、

ζ

れ
が
自
由
思
想
連
合
目
立
場
で
あ
っ
た
。

自
由
主
義
政
葉

ω
う
ち
で
艦
隊
政
策
は
も
と
よ
り
「
結
集
政
策
」
に
全
面
的
に
反
封
し
た
の
は
、
閏
由
思
想
人
民
黛
で
あ
っ
た
。
リ
ヒ

F
l
〈
出
・
盟
各
仲
間
)
白
、
主
噂
す
る
己
の
政
黛
は
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
キ
家
内
勢
働
者
由
政
黛
で
あ
り
、
都
市
の
金
利
生
活
者
平
小
役
人
・

小
農
民
・
手
工
業
中
家
内
野
働
者
・
鎖
加
工
業
の
勢
働
者
・
線
皮
工
・
製
本
屋
・
鞍
工
・
靴
工
・
皮
革
工
た

b
か
b
構
成
さ
れ
て
い
た
d

リ
ヒ
グ
l
は
、
艦
隊
法
案
は
帝
園
議
脅
か

b
抽
出
算
権
主
剥
牽
す
る
前
代
未
聞
の
企
固
だ
、
と
痛
撃
し
、
と
り
わ
け
、
君
、
土
政
曲
目
と
結
び

つ
い
た
非
合
理
的
絶
封
主
義
に
よ
る
艦
隊
建
設
に
反
射
し
カ
イ
ず
の
個
人
的
意
忘
の
介
入
士
非
難
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
結
集

政
策
」
を
担
否
す
る
自
由
思
惣
人
民
集
も
、
ド
イ
ツ
資
本
主
義
の
帝
国
主
義
段
階
に
あ
ら
わ
れ
た
症
欣
に
た
い
し
て
の
み
闘
争
し
、
そ

の
基
抵
に
あ
る
鰻
制
そ
白
も
り
の
愛
革
主
問
題
と
し
な
か
っ
た
。

(1) 

。d
〈
司
出
色
】

m
a
R
F
F
E
出
島
阿
国
民
∞
中

c
o
t臼・

(2) 

。42
『
・
国
巴
宮
岡
崎
一

2
・
F
E
出

品

同

ω
H∞印



同
四
回
出
問
。
耐
ご
ま
P
出'∞宮

川

何

回

打

開

。

F
P
5・日・
N
H
F

同
刷
〈
凹
-
戸
問
。
E
L
E
-
-
出
回
目
g
t
H
Q

(8) (7) (6) 

ロ・
4FJ~

司
出
色
百
円

E
m己
-
F
E
出
島
戸
田
日
目
白
-

m
o
z
-
F
o
g
-
P出
'

H

∞
勾
凹
ω
-
E
0
1
4・

問。
E-FOFF-品
回
∞
邑
・
出
・
日
∞
0

・

〉E
 

r
l
、

と
も
な
円
、

二
つ
の
翼
が
み
ら
れ
る
。

艦
隊
政
策
と
最
も
張
カ
に
闘
守
し
た
祉
曾
民
主
薬
の
う
ち
に
も
、

「
一
新
時
代
」
に
お
い

τメ
ー
リ
ン
グ
は
、

「
修
正
主
義
」
(
同
2
E
E
Z
M
M
E
)
白
登
場
に

世
曾
主
義

す
ゼ
に
九
七
年
一
二
月
の

「
際
援
な
さ
艦
隊
計
霊
」

〔

H
Y
H
0
3
d門日
-
2
0
回
目
。
苦
ロ
-
v
Z
5
3
)

の
費
場
に
警
告
を
裂
し
て
い
う
。

1
1資
木
主
義
が
上
昇
期
忙
あ
り
、

野
安
白
雪
立
が
大
工

業
白
世
田
仲
政
策
に
よ
り
隠
蔽
さ
れ
る
時
代
は
、
と
っ
く
に
す
ぎ
去
っ
た
。
い
ま
、
賛
木
主
義
は
下
降
期
に
あ
り
、
大
工
業
は
も
は
や
空

間
的
績
張
に
よ
bJ
救
わ
れ
え
な
い
の
大
工
業
は
魔
大
た
植
民
地
を
有
す
る
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
さ
え
ド
イ
?
に
島
け
る
と

同
様
、
終
震
に
瀕
し

τ
い
る
。
下
イ

y
が
ヨ
り
閤
亘
か
た
園
民
へ
飛
躍
し
よ
う
と
す
る
た
b
ば
、
モ
の
た
め
に
は
た
だ
一
つ
の
道
、
社
曾
革

命
日
誼
が
あ
る
だ
け
だ
。
政
府
の
艦
隊
計
霊
と
世
界
政
策
の
背
後
に
あ
る
大
エ
業
の
階
級
利
盆
に
た
い
し
て
、
仮
借
の
な
い
き
び
し
さ

で
プ
ロ

ν
グ
リ

7
1
ト
の
一
階
級
利
益
が
さ
し
む
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
。
艦
隊
計
葺
K
よ
り
開
始
さ
れ
る
世
界
政
策
の
う
ち

に
、
波
落
し
ワ
ヲ
あ
る
資
本
主
義
世
舎
の
死
相
を
み
と
め
て
い
る
h
a

己
の
メ

l
p
ン
グ
白
見
解
は
T

ル
ク
ス
主
義
多
数
抵
の
線
を
代
表

し

τ
い
る
が
、
と
れ
に
た
い
し
て
修
正
主
義
少
数
紙
の
線
が
一
つ
の
翼
を
形
成
し
は
じ
め
て
い
た
。
農
民
問
題
を
め
ぐ
る
戦
術
的
劉
立

か
b
生
じ
た
修
正
主
義
は
、
九

0
年
代
は
じ
め
に
は
中
日
小
農
の
支
配
的
な
南
ド
イ
ツ
陀
み
ら
れ
た
局
地
的
現
象
で
あ
っ
た
が
、
徐
々

に
杢
ド
イ
ツ
的
に
波
及
し
、
マ
ル
ク
ス
主
義
白
基
本
線
に
た
い
す
る
修
正
を
も
企
固
し
は
じ
め
た
白
て
あ
る
暗

さ
て
、
首
酉
の
軍
園
主
義
と
闘
争
す
る
拡
曾
民
主
黛
白
基
本
線
は
、
常
備
軍
制
度
に
か
わ
る
全
閣
民
白
武
袋
を
基
礎
と
す
る
民
兵
制

度
白
主
張
に
あ
っ
た
。

エ
Y
グ
ル
ス
は
「
ヨ
l
ロ
ァ
パ
は
軍
備
を
撤
燈
し
う
る
か
」
〔
一
八
九
三
・
=
一
「
前
議
」
所
載
]
に
沿
い
て
こ
D
停

ド
イ
ツ
帝
国
主
義
と
「
結
集
散
策
」

第
士
一
十
五
容

i¥ 
玉

第
四
器

J'、
宝玉



ド
イ
ツ
帝
国
主
義
と
「
結
集
政
策
」

第
七
十
宜
巻

三
八
六

第
四
鵠

八
六

統
的
た
立
場
を
再
確
認
し
、
そ
の
営
陣
心
政
治
情
勢
の
も
と
て
も
常
備
軍
制
度
か
ら
民
兵
制
度
へ
の
縛
化
が
可
能
ぜ
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
陀
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
エ
ン
グ
ル
ス
の
百
件
後
ま
も
な
い
九
六
年
の
葉
大
舎
に
お
い
て
す
ぞ
に
、

V
7
ベ
ル
(
冨

-PESo-)

は
、
己
の
基
本
線
の
賢
現
の
可
能
性
に
疑
余
を
表
明
し
、

劣
悪
な
小
銃
や
劣
悪
た
大
砲
を
あ
た
え
る
と
と
は
で
き
な
い
(
峡
笑
と
同
意
)

「

戦
争
を
妨
げ
る
こ

」と
と合J

主て
張き
し な
てい
い揚

る〉全
わ
れ
オフ
れ

の
兵
士
7こ
ち
v<: 

ハ
イ
、
不
(
巧
同
氏
E
O
)

も
ま
た
、
内
政
的
自
由
が
横
張
さ
れ
る
な
ら
ば
園
民
防
衛
の
た
め

K
必
要
在
軍
事
支
出
を
承
認
す
へ
き
だ
、
と
主
張
し
〔
九
λ
ヰ
葉
大
官
〕
、

つ
い
に
、
「
・
・
わ
れ
わ
れ
は
明
ら
か
に
常
備
軍
や
す
べ
て
心
世
舎
的
諮
問
連
一
般
に
治
け
る
門
的
改
誼
に
、
わ
れ
わ
れ
の
希
望
を
主

ノ
イ
エ
目
ツ
ア
イ
ト

と
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、
と
の
九
九
年
の
「
新
時
代
」
に
お
け
る
シ
ッ
ベ
ル
の
所
論
に
い
た
っ
て
、

明
白
な
修
主
主
義
の

線
が
う
ち
だ
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
軍
図
主
義
一
般
の
問
題
の
み
て
な
く
、
艦
隊
政
策
が
世
界
政
策
と
の
闘
蓮
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
た

場
合
に
も
、
骨
品
内
K
さ
わ
だ
っ
た
見
解
の
針
立
を
生
じ
た
。

一
九
O
O年
、
北
清
事
蟹
の
さ
中
、
修
正
主
義

ω
機
関
誌
「
世
曾
主

義
月
報
」

に
お
い
て
ペ
ル
ン
シ
ュ
グ
イ
ン

(

開

出

OHEZH胃
)

は

未
開
護
地
域
の
民
族
が
埋
蔵
資
源
を
利
用
す
る
技
術
を
も
た

な
い
場
合
、
モ
白
民
族
の
資
源
濁
占
は
不
営
で
あ

D
、

ヨ
リ
高
度
の
文
化
は
つ
ね
に
ヨ
リ
低
度
の
文
化
よ
り
も
大
き
た
要
求
擦
を

も
っ
て

b
p、
場
合
陀
よ
っ
て
は
ヨ
リ
低
度
の
文
化
士
隷
扇
さ
せ
る
歴
史
的
権
利
い
た
義
務
を
さ
え
も
っ
て
い
る
、
と
主
張
し
、
さ

意
味
す
る
。
-

ら
に
「
:
植
民
政
策
に
た
い
し
て
純
粋
に
否
定
的
に
封
立
す
る
こ
と
は
、
今
目
事
質
上
さ
け
え

b
れ
な
い
護
展
に
反
謝
す
る
こ
と
を

:
原
理
的
に
は
、
植
民
地
排
外
主
義
に
封
す
る
十
字
軍
を
説
教
す
る
人
々
に
、
私
は
完
全
陀
同
意
す
る
。
し
か
し
な
が

b
、
モ
の
場
合
、
他
の
文
化
諸
民
族
と
た
ん

b
必
然
的
な
衝
突
を
も
た

b
さ
な
い
自
園
民
の
経
済
サ
ー
ク
ル
の
植
民
地
積
張
を
求
め
る

努
力
と
、
文
化
世
界
の
先
進
諸
園
民
の
い
ず
れ
か
に
た
い
し
て
矛
先
を
む
け
る
植
民
政
策
と
の
問
に
、
匝
別
を
し
た
M
V

限
白
、
こ
の
十

た
だ
後
者
に
た
い
し
て
白
み
根
本
的
に
闘
争
す
る
必
要
が
あ
る
、
」
と
い
う
。

字
軍
は
不
毛
に
お
わ
る
、

と
い
う
意
見
て
あ
る
。

泊通



え
し
て
、
ベ
ル

y
y
ュ
タ
イ
ン
は
、
劉
外
的
に
、
帝
圏
主
義
圏
の
植
民
地
侵
略
を
容
認
し
、
た
だ
帝
園
主
義
園
相
互
白
闘
争
を
担
否
し
、

こ
の
意
味
て
艦
隊
政
策
に
反
劃
す
る
と
同
時
K
、
封
内
的
に
、
プ
ロ
イ
セ
ン
に
よ
り
帝
園
へ
も
ち
己
ま
れ
た
半
絶
針
主
義
制
白
打
倒
と

民
主
主
義
の
獲
得
が
一
砿
曾
民
、
五
時
黒
白
最
も
合
目
的
的
課
題
だ
、
と
主
張
す
る
。
さ
ら
に
、

ロ
ー
グ
1
(開
同
♀
ro同
〕
は
同
誌
て
、

F
イ

ツ
白
勢
働
者
階
級
の
運
命
は
資
本
家
階
級
の
運
命
と
最
も
密
接
に
結
び
つ
い
℃
お
り
、
曲
目
働
者
階
級
は
武
力
を
も
っ
て
す
J
b外
閲
貿
易

や
輸
出
工
業
日
繁
撲
を
確
保
す
る
さ
し
迫
っ
た
利
盆
を
も
っ
℃
い
る
ゆ
え
、
ド
イ
ツ
が
完
全
な
軍
備
を
モ
た
え
通
商
戦
に
依
さ
え
た
い

強
力
た
艦
隊
を
所
有
す
る
乙
と
は
、

F
イ
ツ
の
附
労
働
者
階
級
に
と
フ
て
も
最
も
重
要
注
己
と
だ
、
と
古
え
主
張
し
た
0
8

己
の
よ
う
な
修

五
主
義
白
立
論
に
た
い
し
て
激
し
い
批
判
が
加
え

b
れ
た
己
と
は
い
う
ま
て
も
た
一
三

一
九

O
O年
の
葉
大
舎
に
お
い
て
、

「
世
界
政

策
に
反
劃
す
る
闘
争
の
核
心
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
絶
封
主
義
で
あ
る
、
」

と
D

Y
孟

l

y
ラ
ン
ク
(
出
国

n
r
c
Eドロ
H
n
)

白
褒
言
に

あ
b
わ
苫
れ
る
修
正
主
義
の
拍
慨
に
た
い
し

τ、
レ

1
デ
プ
ー
ル
(
の

F
E
o
r
。
日
)
は
、
核
心
は
む
し
ろ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
の
資

本
主
義
主
地
白
果
て
ま
で
か
り
た
て
る
掠
奪
政
策
に
む
か
つ
て
す
べ
て
白
園
々
の
資
本
主
義
が
沸
き
た
ワ
て
い
る
乙
と
に
あ
り
、

←寸

わ

れ
わ
れ
は
資
本
主
義
最
後
の
段
階
に
お
け
る
世
界
史
的
現
象
主
問
題
に
し
て
い
る
白
て
あ
り
、
己
れ
は
各
園
白
護
展
段
階
に
際
じ

τ
ぁ

と
主
張
し
、
帝
園
主
義
に
た
い
す
る
祉
曾
民
主
主
義

れ
や
こ
れ
や
白
形
態
を
亡
る
が
、
本
質
的
に
は
い
た
る
と
己
ろ
同
様
で
あ
る
、
」

者
白
園
際
的
共
同
闘
争
の
必
要
主
力
説
し
て
い
る
。
か
く
し

τ、
世
曾
民
主
翼
議
員
は
す
べ

τ艦
隊
法
案
に
反
射
投
票
し
て
い
る
と
し

て
も
、
艦
隊
政
策
を
め
ぐ
り
襲
内
に
マ
ル
ク
ス
主
義
多
数
汲
と
修
正
主
義
少
数
汲
と
の
ご
つ
の
翼
白
濁
立
を
明
白
に
み
と
め
う
る
。

(1) 

F
E
N
冨
mゴ
ロ
品
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耳
巴
foHHzr
白
戸
内

Z
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0
N
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m
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∞
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目
、
ゆ

肘
耳
目
白
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の
♂
口
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白

2
g
n
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m
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N
E島
内
自
島
一

E
Z
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円
目
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馬
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品
・
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(3) 

E
E
E
g
冨
日
宮
司

o
E
F
E
ニ
2
P
5
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白
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∞
回
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間
口

E
同
MrF
ロ
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河
内

4
5
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凶
器
-
開
吉
岡
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g
o
y
s
E
2
E
m
o
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E
号

(
H
g
P
E
S
-
c
a
o
∞ω

(2) 

ド
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ツ
帝
圏
主
義
と
「
結
集
政
策
」
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七
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五
春
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F
イ
ツ
帝
閏
主
義
と
「
結
集
政
策
」

HHF叫
0
・

ω
ェ
ン
ゲ
ル
ス
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
軍
備
を
撤
腔
し
う
る
か
」
マ
ル
ク

ス
ー
ェ
ン
ゲ
ル
ス
選
集
部
課
、
第
十
七
巻
上
、
頁
一
一

O

}
四
三

参
照
。

戸
口
d一
円

NVRFO♂
ち
紅
白
・
窃
・

第
七
十
五
巻

l¥. 
!¥. 

第
四
按

ノ1
ノ、

ω
回
目
。

E
R
F
R
H
E
a
-
B
L
G

加
国
-
口
青
島
岳
宮
内
u
ω
F
E
p
t由・

同
開
開
目
。
司

Nげ
R
V
F
F
E
出∞

-HU品
fkゅ・

ω
同

V
E
S
E
-
F
R
a
h
o
J
F
E
E
-
E
m宮
島
E
F
E
S問
自

色

R

F

N
E骨
E
町伊丹

E
V
E
吋
日
正
岡
市
邑

E
E
E
P
H
U口
口
町
田
・

]
g
t『

(5) ご CNJ
月
か
b 
翌
九
八
年

月
に
か
け
て

帝
閥
議
舎
で
の
審
議
が
4守
わ
れ
士と

中
央
麓
白
「
牧
師
支
配
制
」
九
七
年
一

一
月
三
七
日
、
F
イ
ツ
の
跨
州
濁
占
領
の
さ
中
、
第
一
女
艦
隊
法
案
が
会
開
せ
ら
れ
、

「
結
集
政
策
」
に
よ
り
農
工
同
盟
を
再
編
し
よ
う
と
す
る

ドイツ帝図議曹の政溝橋成

I 1醐 6 I~臨 6
保守糞 72(1038) 56( 859) 

帝国黛 28( 438) 23( 3'H) I 
反セム鑓 16( 2日生) 1山~;I
農業者向車

}口(お])
バイ~"ン良民同盟 封印)

圏民自由葉 53( 997) 46(日7])

自由思想蓮合 ;:}(削 ;2〉〉ト~}(75トケ向畑吋7句問5出4)l自由思想人民主軍

ドイツ人民議 11 ( 167) 8( 109) 

中 央 書量 96(J469) 102(1455) 

日〆~ノレフ揖 7( 102) 9( 105) 

.n ....ランド主主 1~}(凱) 141、~l260、J 
デンマータ革

ヱルザス揖 8( 115) lO( 107) 

荒土曾民主主草 44(1787) 56(2107) 

k ι〉 他 1( 59) 7( 107) 

組 計 lmmJ|39巾出)

投票車問 (四)1 (臼)I 

第二表

世I)左側の数字は議員殺，右側の( ) 

内の数字は最初の投票における投票数(寧

位 1.口00)を示ナ。 llJ首選後の議員の関

動仕考慮されない。

帝
閣
黛
や
閣
民
自
由
業
と
、
一
位
曾
民

主
黛
を
は
じ
め
自
由
思
想
人
民
黛
や

F
イ
ツ
人
民
黛
と
を
雨
極
と
す
る
闘

争
の
さ
中
に
、
一
切
の
切
札
は
中
央

葉
の
掌
中
に
あ
た
え
ら
れ
、
艦
隊
法

案
の
否
決
か
モ
れ
と
も
帝
国
議
曾
の

あ解
る散
円 か
第 の

表一
品つ

聖品
泊込

蓮生
ヂ目 じ
分た
ぷの

主て

義
的
立
場
か
ら
中
央
薬
を
支
持
し

τ

い
た
ず
ェ
ル
7
蛍
問
中
エ
ル
ザ
ス
温
帯
は



艦
隊
政
策
反
射
汲
に
投
じ
、
ポ
l
一フ

y
ド
黛
も
ま
た
植
民
法
に
よ
る
ポ
l
ラ

Y
F
人
抑
墜
に
た
い
す
る
反
抗
か
ら
艦
隊
政
策
に
反
封
の

立
場
を
表
明
し
て
い
だ
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
中
央
窯
み
ず
か
ら
が
分
裂
の
危
機
に
直
面
し
た
。
中
失
業
の
背
骨
は
ラ
イ

y
宇
オ

l
ベ
ル
・

シ
ュ
レ
l
J
V
ェ
Y
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
大
工
業
試
や
大
土
地
所
有
者
て
あ
り
、
モ
の
内
鰹
は
西
ム
閉
ド
イ

y
の
申
1
小
農
の
大
軍
・
手
工
業

者
・
ラ
イ
y
h
f
オ

l
ベ
ル
・
シ
ュ
レ

1
3
ェ

Y
の
カ
ト
リ
ッ
ク
白
工
業
勢
働
者
で
あ
っ
た
。
中
央
黛
が
大
政
出
馬
へ
護
展
す
る
に
と
も
な
い
、

そ
の
本
来
の
連
邦
分
立
主
義
的
性
格
は
徐
々
に
う
す
れ
中
央
集
権
主
義
的
性
格
を
渡
し
℃
き
た
。
モ
の
た
め
、
艦
隊
法
案
乞
め
ぐ
り
議

内
の
樹
立
を
生
じ
、
連
邦
分
立
主
義
的
反
プ
ロ
イ
セ

Y
的
性
格
の
最
も
強
い
南
ド
イ
ツ

ω中
央
窯
バ
イ
エ
ル

γ
翼
が
業
内
の
艦
隊
政
策

反
封
源
を
主
唱
押
し
た
の
で
あ
る
。
「
バ
イ
エ
ル
ン
人
は
何
の
た
め
に
北
ド
イ
ツ
人
目
み
が
利
得
宇
九
司
令
艦
隊
に
賛
成
の
立
場
を
と
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
7
何
の
た
め
に
バ
イ
エ
ル

y
人
は
プ
P

イ
セ
ン
人

ωた
め
に
艦
隊
を
建
設
し
た
け
れ
ば
左
ら
在
い
D
か

?

封
鎖
の
た
め
か
?
バ
イ
エ
ル
ン
は
農
耕
園
だ
、
飢
え
を
怖
れ
る
必
要
は
左
い
じ
と
。
己
れ
に
た
い
し
て
、
H
l
パ
l
〔
凹

-
E各
日
)
の

主
噂
す
る
中
央
集
主
流
訴
は
、
帝
園
議
曾
に
「
牧
師
支
配
制
」
を
確
立
す
る
た
め
、
艦
隊
政
策
容
詔
に
志
向
す
る
と
同
時
に
そ
の
相
殺

保
件
と
し
て
、
法
律
に
よ
る
艦
隊
組
織

ω確
定
・
帝
園
議
曾
心
強
算
協
賛
穏
に
工
る
支
出
の
拘
束
・
艦
隊
費
用
調
達
に
と
も
な
う
反
社

舎
的
課
税
主
し
ゅ
な
い
保
詮
、
主
要
求
し
、
反
封
汲
白
意
を
迎
え
よ
う
と
し
た
。
リ
l
パ
l
の
職
術
に
よ
り
中
央
薬
議
員
白
約
=
一
分
の
一

を
占
め
る
バ
イ
エ
ル

y
翼
は
孤
立
し
て
、
モ

ω他
心
温
ヰ
監
は
リ
l
パ
l
の
線
を
玄
持
し
た
た
め
、
第
一
次
艦
隊
法
案
を
支
持
す
る
帝

閣
議
倉
多
数
訴
が
形
成
さ
れ
た
。
第
一
次
艦
隊
法
は
九
八
年
云
月
二
八
日
の
第
三
頭
舎
で
成
立
し
た
。

モ
の
直
後
凶
月
二
一

O
日
に
、
ク
ル
ッ
プ
は
ド
イ
ツ
艦
隊
協
曾
(
ロ

2
E各
耳
目
。
2
8
g
E
Z
)
を
創
立
レ
て
、

F
イ
ツ
植
民
協
曾

(巴

E
p
n
Z
同

OHSHPK虫
色
白
色
M
K
C
h
T
汎
ド
イ
ツ
蓮
盟
な
ど
白
昼
力
集
圏
と
と
も
に
、

銭
銅
繍
占
資
本
の
景
気
安
定
佑
政
策
の
一
環

を
な
す
に
い
た
っ
た
第
二
次
艦
隊
法
の
た
め
に
一
大
プ
ロ
パ
ガ
ン
天
主
展
開
し
は
じ
め
た
。
さ
ら
に
、
ク
ル
ッ
プ
の
ベ
ル

U

Y
新
報

ド
イ
ツ
帝
国
主
義
主
「
結
集
政
策
」

第
七
十
五
巻

jミ、

ブL

第
四
盟

j¥ 

ブL



ド
イ
ヅ
帝
国
主
義

ι
「
拍
集
政
策
」

第
七
十
宣
告

六」
O 

構
図
掠

:fL 
O 

(出。
H
E
E司

Z
E
E
R
Z
B
F
r
zぬ
る
や
お
ン
昆
ト
ゥ

l
ム
の
刊
ホ
ス
ト
(
司
自
門
)
も
、
と
れ
ら
の
塵
力
集
圏
と
と
も
に
、
餓
鋼
担
制
占
費
木

の
た
め
に
「
申
問
暦
」
を
は
じ
め
質
汎
左
大
衆
の
う
ち
に
艦
隊
政
策
の
社
合
的
基
礎
を
か
ち
え
る
た
め
の
煽
動
手
段
と
な
っ
た
。
と
り

わ
け
、
九
九
年
一

O
月
一
八
日
の
カ
イ
ず
り
「
さ
し
迫
つ

τ必
要
左
り
は
強
力
な
ド
イ
内
ノ
艦
隊
て
あ
る
〕
と
の
あ
の
有
名
な
演
首
の

ひ
き
つ
づ
宅
、
二
八
日
の
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さ
れ
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。
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ワ
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噂
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蓮
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蓮
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講
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濁
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れ
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す
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入
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と
主
張
す
る
。
し
か
し
た
が

b
、
農
工
同
盟
白
再
編
に
よ
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す
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す
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